
COMPASS
小学校理科編 授業改善のポイント

理科の基本的な内容であるが、全
国、千葉県ともに正答率が低い。

⇩
〇「身の回りの金属について、電
気を通す物、磁石に引きつけられ
る物があること（小３）」の知識
が身に付いていない。
〇「アルミニウム、鉄、銅は金
属の仲間である」ということの理
解が十分ではない。（1）アルミニウム、鉄、銅の性質について、下の１

から４までの中からそれぞれ１つ選んで、その番号を
書きましょう。同じ番号を選んでもかまいません。
１ 電気を通し、磁石に引きつけられる。
２ 電気を通し、磁石に引きつけられない。
３ 電気を通さず、磁石に引きつけられる。
４ 電気を通さず、磁石に引きつけられない

電気を通す 磁石に引きつ
けられる

鉄 ○ ○

銅 ○

アルミニウム ○

ガラス

令和７年度 正答率(％)

自校

千葉県 11.0

【指導に当たっての留意点】
・「磁石の性質」と「電気の通り道」の実験では、鉄くぎ、アルミニウム箔、ガラス、木片な
どを使って比較する場合が多いため、それぞれの単元で習得した知識を整理し、まとめるこ
とで、物質の性質について体系的に理解できるようにすることが大切です。
・児童が主体的に調べようとする学習問題を設定したり、身の回りの金属の使われ方を考えさ
せたりすることで、児童が自分事として捉えて観察・実験をすることが重要です。
・物質に電流を流したり、磁石を近づけたりすることができるコーナーを設置し、児童が安全
に試すことができる場をつくるのも効果的です。

※アルミニウムに電気を通す際に、表面の酸化被膜が原因で電気が通りにくい場合があります。
その場合は、表面をヤスリで削ったり、みの虫クリップで挟み、強く端子を押し付けたりす
ることで、皮膜内のアルミニウムと接続することができます。

令和7年度全国学力・学習状況調査 ２(1)

金属（電気を通す）

磁石に引き
つけられる

鉄

磁石に引きつけら
れない

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 銅

アルミニウム、鉄、銅は金属で
あり、金属は電気を通すこと。
磁石に引きつけられるは、金属
の性質ではなく、鉄の性質であ
ることを確認しましょう。

令和７年度千葉県学力向上通信 vol.６

答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

QR コード

自動的に生成された説明

「COMPASS」へのアクセスはこちらから
↓

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou2020.html


中学校理科編 授業改善のポイント

（１）下線部について、【考察】をより確かなものとするために１つ
実験を追加するとしたら、上のア、イ、ウのうち、あなたはどの実験を
選びますか、１つ選びなさい。上のア、イ、ウのどの実験を選んでも構
いません。また、選んだ実験を行ったときに、オシロスコープの波形
から何が分かればよいか、振動数という言葉を使って書きなさい。

令和７年度 正答率(％)

自校

千葉県 11.2

【指導に当たっての留意点 】
①【関係付ける】「ストロー内の空気の入る長さ」と「音の高さ」、「オシロスコープの振動数」を関係付ける。

（振幅は音の大きさに関係するので着目する必要はない）
②【比較する】 比較する際には、「○○と比べて」のように、比較する対象を明確にして文章として表現する活

動を充実させる。
○ 考えを改善する際には、修正前の考えを消さずに残したまま修正し、自己の変容を振り返ることができるよう
にするとよい。

追加のア、イ、ウのどの実験を
選択しても、変える条件に着目し、
予想される結果を理科の見方・
考え方を働かせて説明すること
が大切です。

ア イ ウ

＜変える条件＞
の部分の長さ

最小
(実験1、2より短い)

中間
(実験1、2の中間)

最大
(実験1、2より長い)

＜予想される結果＞
振動数(オシロスコープ
の波形）

最大
(実験1、2より多い)

中間
(実験1、2の値の中間)

最小
(実験1、2より少ない)

ストロー内の空気の入る
長さ
⇔音の高さ
⇔オシロスコープの
振動数 ①

空気の入る長さが短い
⇒音が高い
⇒振動数が多くなる

アとウの中間
音の高さは中間
⇒振動数も中間となる
⇒実験１より振動数が少
なく、実験２より振動数
が多い ②

空気の入る長さが長い
⇒音が低い
⇒振動数が少なくなる

【類題】
平成27年度全国学力・学習状況調査

【中学校】理科６(2)

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

令和7年度全国学力・学習状況調査 ２(1)
理科の授業で、ストローと水のはいいているペットボトルで楽器をつくり、音について科学的に探究しています。

【考察】をより確かなものにするために、
音に関する知識及び技能を活用して、
変える条件に着目した実験を計画し、
予想される実験の結果を適切に説明で
きるかどうかをみる。

①令和７年度中学校理科のCBT 問題の構成について ① ②
②授業アイディア例〈考察をより確かなものにするために、実験結果をもとに適切に説明する〉

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。 QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.nier.go.jp/15chousa/pdf/15mondai_chuu_rika.pdf
https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondaikousei_chuu_rika.pdf
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25msci_idea_02.pdf#page=6
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